
2 効率性

Ｂ Ｃ Ｂ／Ｃ ① ② ① ② ③ ④ ⑤

2 福井県
近畿中国

森林管理局
福井森林管理署 越前

えちぜん
1,210,422 171,484 7.06 ○ ○ ○ ○ ○ B Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

3 三重県
近畿中国

森林管理局
三重森林管理署 北

きた

伊勢
いせ

2,957,112 583,876 5.06 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

4 京都府
近畿中国

森林管理局
京都大阪森林管理事務所 由良

ゆら

川
がわ

1,618,783 186,400 8.68 ○ ○ ○ ○ ○ B Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

5 奈良県
近畿中国

森林管理局
奈良森林管理事務所 北山

きたやま

・十津川
とつかわ

5,271,923 512,669 10.28 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

6 和歌山県
近畿中国

森林管理局
和歌山森林管理署 紀中

きちゅう
2,133,967 381,953 5.59 ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

7 広島県
近畿中国

森林管理局
広島北部森林管理署 高梁

たかはし

川
がわ

上流
じょうりゅう

3,039,676 389,451 7.81 ○ ○ ○ ○ ○ B B Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

都道
府県

別紙様式１

森林管理局

平成２７年度 森林環境保全整備事業（国有林）事前評価実施地区一覧表

整
理
番
号

近畿中国

（１） （２）

Ⅰ 必須事項

事業実施主体
事業実施
地 区 名

分
析
結
果

総便益
（千円）

総費用
（千円） 備考

チェックリスト

Ⅱ 優先配慮事項

(１)

1 有効性

（３）1 2 3 4 5

3 事業の実施環境等

(2) （１）



別紙様式２
整理番号 ２

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （えちぜん） 事業実施主体 近畿中国森林管理局
（都道府県名） 越前森林計画区 福井森林管理署

（福井県）

事業の概要・目的 本事業は、福井市を含む３市２町に所在する約２９，０００ｈａの国有林野を
対象としている。
本計画区は福井県北部に位置し、国有林野の９８％が水源涵養保安林等の保安

林に指定されており、九頭竜川水源地帯として、国土保全や水源涵養機能の発揮
に重要な役割を果たしている。天然林が８７％と多く、大型哺乳類や猛禽類等の
貴重な生息区域として保全されているとともに、ヤシャゲンゴロウ生息地の夜叉
ヶ池風景林や「白山山系緑の回廊」が設定されている。また、日本海側の海岸林
は「越前加賀海岸国定公園」として潮害防備機能の発揮と併せてボランティアに
よる森林整備を行うなど、保健休養・教育的利用の場として利用されている。
一方、人工林は１３％と少ないものの、林齢がⅧ～Ⅺ齢級に集中しており、間

伐等の施業が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、
今後、これら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まってい
る。
このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能

の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す
る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、
その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ４（ｈａ）
保育面積 ３４３（ｈａ）

路網整備 開設延長 ２．５（ｋｍ）
改良延長 ０．２（ｋｍ）

・総事業費 １６７，４６８（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） １，２１０，４２２（千円）

総 費 用（Ｃ） １７１，４８４（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ７．０６

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的
機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ
る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。
・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が
十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び
各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す
べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画
されていると認められる。





別紙様式２
整理番号 ３

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （きたいせ） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 北伊勢森林計画区 三重森林管理署
（三重県）

事業の概要・目的 本事業は、三重県いなべ市を含む６市１町に所在する約２，６００ｈａの国有
林野を対象としている。
本計画区の国有林野は、養老山地及び鈴鹿山脈の脊梁地帯、高見山地等に所在

しており、全面積の９３％が水源涵養保安林等の保安林に指定され、伊勢湾に注
ぐ員弁川等多数の河川の水源部として水源涵養機能の発揮に寄与している。ま
た、砂防指定地が全面積の７９％を占めており、国土保全機能などの公益的機能
の発揮にも重要な役割を担っている。
人工林は７２％を占めており、その林齢構成はⅨ～Ⅺ齢級に集中しており、間

伐等の施業が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、
今後、これら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まってい
る。

このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能
の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す
る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、
その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 １０１（ｈａ）
保育面積 ７６６（ｈａ）

路網整備 開設延長 ２．３（ｋｍ）

改良延長 ３．８（ｋｍ）

・総事業費 ４６０，８０１（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） ２，９５７，１１２（千円）

総 費 用（Ｃ） ５８３，８７６（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ５．０６

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的
機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ
る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。
・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が
十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び
各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す
べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画
されていると認められる。





別紙様式２

整理番号 ４

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （ゆらがわ） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 由良川森林計画区 京都大阪森林管理事務所

（京都府）

事業の概要・目的 本事業は、京都府北部の宮津市を含む４市３町に所在する国有林野約２，８００

ｈａ内で実施する。

本計画区は京都府北部から中部に位置し、国有林野は主として計画区北部の丹

後半島に集中し、その一部は「丹後天橋立大江山国定公園」に指定されており、

レクリエーションの場として多くの人々に利用されている。国有林野面積は計画

区の森林面積に対し２％と占有割合は低いものの、立地条件や地域の要請を考慮

しつつ、水源涵養等の公益的機能の発揮に努めている。

人工林は４６％を占め、その林齢構成はⅧ～Ⅸ齢級に集中しており、間伐等の

施業が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、今後、

これら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まっている。

このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能

の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す

る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、

その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ２２（ｈａ）

保育面積 ３６６（ｈａ）

路網整備 開設延長 １．７（ｋｍ）

・総事業費 １４５，６２１（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） １，６１８，７８３（千円）

総 費 用（Ｃ） １８６，４００（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ８．６８

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的

機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ

る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が

十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び

各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画

されていると認められる。





別紙様式２

整理番号 ５

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （きたやま・とつかわ） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 北山・十津川森林計画区 奈良森林管理事務所

（奈良県）

事業の概要・目的 本事業は、奈良県南部の吉野郡十津川村を含む５村に所在する約８，７００ｈ

ａの国有林野を対象としている。

本計画区における国有林野は、９８％が水源涵養保安林に指定され、北山川や

十津川の水源地帯に所在しており、水源涵養機能の発揮に寄与している。また、

一部は「吉野熊野国立公園」に指定され、ブナ、ミズナラ、モミ、ツガを主体と

した優れた自然景観がみられることから、登山などレクリエーションの場として

多くの人々に利用されている。

人工林は３２％を占め、その林齢構成はⅤ～Ⅺ齢級に集中しており、間伐等の

施業が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、今後、

これら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まっている。

このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能

の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す

る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、

その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ３４（ｈａ）

保育面積 ９７７（ｈａ）

路網整備 開設延長 ６．１（ｋｍ）

改良延長 ０．１（ｋｍ）

・総事業費 ５０７，４６８（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） ５，２７１，９２３（千円）

総 費 用（Ｃ） ５１２，６６９（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） １０．２８

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的

機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ

る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が

十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び

各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画

されていると認められる。





別紙様式２

整理番号 ６

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （きちゅう） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 紀中森林計画区 和歌山森林管理署

（和歌山県）

事業の概要・目的 本事業は、和歌山県日高川町を含む３町に所在する約２，３００ｈａの国有林

野を対象としている。

本計画区は和歌山県中央部に位置し、国有林野は内陸部に４団地が散在してい

る。９２％が水源涵養保安林に指定され、有田川、日高川の水源地帯として重要

な役割を担っている。また、紀伊地方を代表するツガやブナの天然林として「西

ノ河ツガ・ブナ植物群落保護林」が設定され、貴重な学術的価値等を有する個体

林として注目されているとともに、一部の国有林は「高野龍神国定公園」に指定

され、登山などレクリエーションの場として多くの人々に利用されている。

人工林は８２％を占め、その林齢構成はⅨ齢級に集中しており、間伐等の施業

が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、今後、これ

ら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まっている。

このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能

の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す

る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、

その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ４６（ｈａ）

保育面積 ６５２（ｈａ）

路網整備 開設延長 ２．２（ｋｍ）

改良延長 ０．９（ｋｍ）

・総事業費 ３５１，４８６（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） ２，１３３，９６７（千円）

総 費 用（Ｃ） ３８１，９５３（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ５．５９

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的

機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ

る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が

十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び

各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画

されていると認められる。





別紙様式２

整理番号 ７

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （たかはしがわじょうりゅう） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 高梁川上流森林計画区 広島北部森林管理署

（広島県）

事業の概要・目的 本事業は、広島県神石高原町に所在する約３，７００ｈａの国有林野を対象と

している。

本計画区は広島県東部に位置し、国有林野は神石高原町内に小面積の団地が散

在しており、９８％が水源涵養保安林に指定され、高梁川をはじめ下流域の水源

地帯として水源涵養機能を発揮しているほか、山地災害防止等の公益的機能に重

要な役割を担っている。また、一部の国有林は「山野峡県立自然公園」に指定さ

れており、風景林として地域住民の保健休養・教育の場として利用されている。

人工林は６２％を占め、その林齢構成はⅩ～Ⅺ齢級に集中しており、間伐等の

施業が必要な林分から成熟期を迎える林分が大半を占めていることから、今後、

これら人工林から生産される国産材の安定的供給への期待も高まっている。

このことから、本事業は、地球温暖化防止をはじめ、森林の有する公益的機能

の維持増進を図るため、主伐や植栽等の更新作業、間伐等の保育作業を実施す

る。また、効率的な森林整備の実施、間伐材等の安定供給を推進するためにも、

その基盤となる林道等の路網整備を実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 １７９（ｈａ）

保育面積 １，１２１（ｈａ）

路網整備 改良延長 ０．１（ｋｍ）

・総事業費 ２９３，３９１（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） ３，０３９，６７６（千円）

総 費 用（Ｃ） ３８９，４５１（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ７．８１

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的

機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ

る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する公益的機能の発揮が

十分図られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び

各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画

されていると認められる。




